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勿凝学問 386 

２度目の好機いかせるか 

民主党の年金案ゼロベース見直し 

 

2014年 2月 19日 

慶應義塾大学 商学部 

教授 権丈善一 

 

今朝の毎日新聞に下記の記事を載せるわけにはいかないというデスクの判断らしい。別

に、下記の記事だけではなく、永遠に載せなくていいんじゃないかいと、再び毎日新聞と縁

が切れる。いずれはこういう日が来るのかもとは、お互いに思っていたりしてな。間に立っ

ていた人は、毎回、お疲れ様でした。 

さて 

２
度
目
の
好
機
い
か
せ
る
か―

―

民
主
党
の
年
金
案
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
見
直
し 

 

こ
の
コ
ラ
ム
は
、
昨
年
８
月
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
に
あ
る
「
年
金
制

度
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
体
系
を
目
指
そ
う
と
も
必
要
と
な
る
課
題
の
解
決
を
進

め
、
将
来
の
制
度
体
系
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
議
論
す
る
と
い
う
２
段
階
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

る
こ
と
が
必
要
」
の
真
意
を
、
歴
史
的
経
緯
を
辿
り
な
が
ら
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
き
た
。
こ
こ
に
き
て
、
事
態
に
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
辺
り
に
触
れ

る
た
め
に
、
少
し
迂
回
し
た
話
を
し
て
み
よ
う
。 

去
る
１
月
２
１
日
、
民
主
党
は
次
の
内
閣
（
Ｎ
Ｃ
）
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
日
の
党
社
会

保
障
総
合
調
査
会
の
長
妻
昭
会
長
の
中
間
取
り
ま
と
め
に
は
、
最
低
保
障
年
金
や
年
金
一
元

化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
前
原
誠
司
元
代
表
が
財
政
再
建
の
観
点
か
ら
「
そ

ろ
そ
ろ
見
直
す
べ
き
時
だ
」
と
主
張
。
こ
れ
を
受
け
た
桜
井
充
政
調
会
長
は
、
今
月
４
日
の

Ｎ
Ｃ
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
な
ど
と
共
に
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
見
直
す
こ
と
を

決
め
た
。 

実
は
、
民
主
党
の
中
で
、
年
金
一
元
化
な
ど
の
新
年
金
制
度
の
創
設
が
見
直
さ
れ
る
の
は

２
度
目
に
な
る
。
最
初
は
２
０
１
１
年
６
月
、
菅
内
閣
与
謝
野
馨
一
体
改
革
担
当
相
の
下
で

ま
と
め
ら
れ
た
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
」
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
成
案
」
で

は
、
０
９
年
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
目
玉
「
新
し
い
年
金
」
は
「
国
民
的
な
合
意
に
向
け
た
議
論

や
環
境
整
備
を
進
め
、
実
現
に
取
り
組
む
」
と
記
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
民

主
党
の
年
金
抜
本
改
革
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
を
見
通
し
た
人
た
ち
が
、
民
主
党
の
面
目
を

保
つ
た
め
に
改
革
を
２
段
階
に
分
け
て
、「
新
し
い
年
金
の
創
設
」
を
第
２
段
階
、
す
な
わ
ち

永
遠
の
課
題
に
位
置
づ
け
て
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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だ
が
そ
の
後
、
民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
総
崩
れ
の
批
判
を
恐
れ
、
原
点
回
帰
を
図
っ

た
。
翌
１
２
年
２
月
の
閣
議
決
定
「
大
綱
」
で
は
新
年
金
制
度
が
復
活
し
、「
成
案
」
と
は

似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
に
な
る
。
そ
う
し
た
動
き
の
中
心
が
、
世
間
が
ミ
ス
タ
ー
年
金
と

呼
ぶ
、
常
人
よ
り
も
年
金
を
知
る
我
々
か
ら
見
る
と
不
思
議
な
呼
び
方
を
さ
れ
て
い
た
長

妻
氏
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
野
田
内
閣
に
な
っ
て
既
に
閣
外
に
あ
っ
た
与
謝
野
氏
は
、
１

１
年
末
の
民
主
党
の
動
き
を
眺
め
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
民
主
党
の
年
金
制
度
改
革

は
「
嘘
」
で
あ
り
「
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
」
、
「
成
案
で
は
、
一
応
看
板
だ
け
残
し
て
い

る
が
、
あ
れ
は
墓
碑
銘
」
と
も
評
し
て
い
た
。 

民
主
党
の
年
金
抜
本
改
革
論
は
、
長
妻
氏
と
彼
の
顧
問
と
も
言
え
る
駒
村
康
平
慶
大
経

済
学
部
教
授
、
岡
田
克
也
元
副
総
理
と
彼
が
強
く
推
す
西
沢
和
彦
日
本
総
研
研
究
員
等
の

様
々
な
動
き
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
政
治
的
産
物
。
は
た
し
て
民
主
党
は
２
度
目
の
見
直
し

と
い
う
好
機
を
生
か
せ
る
の
か
。
我
々
は
彼
ら
の
動
き
に
は
あ
ま
り
期
待
せ
ず
、
こ
の
コ

ラ
ム
を
通
じ
て
、
正
確
な
歴
史
を
皆
で
共
有
し
、
世
の
動
き
を
見
抜
く
眼
力
を
磨
い
て
い

く
こ
と
を
続
け
て
い
こ
う
。 

  

解
説 

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
と
年
金 

菅
内
閣
与
謝
野
担
当
相
の
下
で
１
１
年
６
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
政
府
・
与
党
案
が
「
成

案
」
。
翌
１
２
年
２
月
の
野
田
内
閣
閣
議
決
定
が
「
大
綱
」
。
民
主
党
年
金
改
革
案
は
「
成

案
」
で
は
名
前
だ
け
を
残
し
て
実
質
的
に
は
棚
上
げ
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、「
大
綱
」
で

復
活
し
、
「
平
成
２
５
年
の
国
会
に
法
案
を
提
出
す
る
」
と
明
記
さ
れ
る
。 

 

 毎日新聞との一度目の絶縁は、次の５頁をご参照あれ。 

 2013年 日本年金数理人会講演録 「社会保障制度改革の行方」（2013年 5月 29日） 

  

 あの頃に書いた文章に次がある。 

 勿凝学問 168 やはりメディアは政策提言なんかやめておいた方が世のため人のため

だろう―― 一連の新聞各紙による年金改革提言を傍観しながら思うこと 

 

その後、いろいろな展開があった――たとえば次の８，９頁 

 2013年 日本年金数理人会講演録 「社会保障制度改革の行方」（2013年 5月 29日） 

 

もちろん、教育検討会のときのお礼の意味もあり、そして次のような記事もでてくるよう

になって、昨年、毎日新聞のコラムを引き受けることになる。 

 記者の目 

 社説 

 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/20130529actuary.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare168.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare168.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/20130529actuary.pdf
kisyanome_nenkin.pdf
http://mainichi.jp/opinion/news/20130806k0000m070124000c.html
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追記――峰崎直樹元財務副大臣から毎週送られてくる「チャランケ通信1」の今週 52号に、

「この通信は、どなたにでも転送されても歓迎しております」と書かれていたので、「チャ

ランケ通信」第 51号(2014年 2月 10日)の文章を紹介 

09年マニフェストの目玉政策、民主党ゼロベースの見直しへ 

漸くここまで来たが、その無責任さを誰に問うべきなのか 

民主党の看板政策と言われた 09年のマニフェストの目玉商品が、どうや

らゼロベースで見直されることになりそうだ。もっとも、福島県郡山市で党

大会があったようで、どうなったのか確かめていないのだが、次の内閣と言

う政策を論議する場で決まったようだ。遅すぎる転換なのだろうが、もとも

と 16,8 兆円と言う財源を無駄を省いたり総予算の組み替えなどで生み出せる

はずがないわけで、このような夢のような政策を打ち出してきた責任者は誰

なのか、どのように責任を取ろうとしているのか、明確にしてほしいもの

だ。菅政権から消費税の引き上げへ大転換せざるを得なかったのは、まさに

このような甘い政策によってどうしようもなくなったことがあったからに他

ならないのだ。 

さらに、年金問題についてこれほど長い間言い続けてきたにもかかわら

ず、その実現可能性が無いことは誰の目にも明らかになっていたわけで、長

妻元厚生労働大臣らの責任はまことに重いものがある。次の内閣のやり取り

については良くわからないのだが、前原誠司元代表が財政再建の観点から

「そろそろ見直すべき時だ」(朝日新聞 2月 4日朝刊)と問題提起し、桜井政

策調査会長が引き取ったようだ。 

 

参考資料 

2009年 8月 30日の政権交代の約 2ヶ月前の対論 

 「社会保障の財源どうする？」『産経新聞』2009年 7月 10日  

                                                   
1 「チャランケ通信」の前文より 

「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の

方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場

合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行っ

て失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より) 

                                       前内閣官房参与 峰崎直樹 

 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/09/07/090710sankei.pdf

